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日超医83エッセイ
世界超音波医学学術連合（WFUMB）理事会と私

渡辺泱
京都中央看護保健専門学校・学校長
京都府立医科大学・明治国際医療大学・名誉教授
社団法人・日本超音波医学会・名誉会員

［略歴］
渡邉 泱  Hiroki Watanabe
1935年1月20日生（75歳）
[学歴および職歴]
1960年 東北大学医学部卒業。 1965年 東北大学大学院修了。医学博士。
1967年 東北大学講師。 1976年 京都府立医科大学教授（泌尿器科学）。
1998年 明治鍼灸大学大学院教授（予防医学）。 2004年 附属病院長兼務。
2007年 京都中央看護保健専門学校学校長。
[学会役員]
日本超音波医学会会長（1994-95）。AFSUMB会長（1998-2001）。WFUMB会長（2000-03）。
日本腎泌尿器疾患予防医学研究会世話人代表（1990-98）。
日本がん検診・診断学会副理事長（2009-）ほか。
米国・イタリア・ベネズエラ・フランス・インド・ポーランド・オーストラリア・日本・各超音波医学会名誉会員。米国泌尿器科学会（AUA）名誉会員ほか。
[受賞]
日本泌尿器科学会「坂口賞」（1975年, 経直腸的超音波断層法の開発）。
アメリカ超音波医学会名誉賞（1997年, 泌尿器科超音波診断に貢献）。
朝日がん大賞（2003年, 前立腺がん集団検診システムの開発と普及に功績）。
日本超音波医学会特別賞（2008年, 超音波医学の研究と世界の超音波医学の発展に貢献）。

1982年の初夏、英国ブライトンで開催された第3回世界超音波学術連合（WFUMB）大会から帰国したばかり
の私の許に、WFUMBの前期会長だった順天堂大学の和賀井敏夫教授から電話があり、私をWFUMB の指名理
事（選挙によらず会長が指名する理事で、発言はできるが投票権はない）に推薦しておいたからしっかりやって
ほしいとのお話があった。突然のことでびっくりしたが、まだ東北大学から京都府立医科大学へ赴任して数年
の新米教授を抜擢していただいたことに感激し、これは期待に応えなければならないと覚悟を決めた。
覚悟はよかったのだが、翌年初めてWFUMBの理事会に出席した時には本当にショックを受けた。何しろ

出席者は全員初対面である。どこから来たどんな立場の人か、紹介されて握手しただけでは何も分からない。
会議が始まったら、聞いたこともない会議用語を連発され、英語は早口で全然聞きとれない。配布された資料
でやっと何を議論しているのか理解する程度である。とにかく「賛成」にはfavour, approve, for、「反対」には
oppose, object, againstなど、いろいろな言い方があることすらその時初めて学んだ次第だった。私と一緒に
理事になった札幌医科大学の福田守道教授は、私と違って留学経験があったからかなりhearingの能力が高
かったが、昼休みに私を眺めて、「先生、顔が真っ青ですよ。」と半ば心配、半ば冷やかされたのを憶えている。
後から分かったのだが、WFUMBの理事といってもラテン系の人たちの英語は相当ひどく、またnative 

speakerであっても米国南部やオーストラリアあたりの出身者は独特の訛りが強いので、聞きとれないのは
あながちこちらの責任だけでもなかった。しかし皆、英語力とは関係なく自分の主張をがんがん述べ立てる。
とても我々日本人にはまねができないと感じた。だから初めの数年間は訊かれたことに答えるのが精々だっ
たが、10年も経ってそろそろ自分の理事会内での地位が確立されるにつれ、やっと言いたいことを言わねば
ならない場面で言えるようになったように思う。
WFUMBの任期は3年で、それが終わる時期に学術大会が開かれ理事が改選される（今回から任期が2年に

なった）。私は前記の指名理事を2期、正規の理事を2期務め、1994年に副会長に選ばれた。そこでちょうど会
長の順番がアジアに回ってきて、何の抵抗もなく1997年に次期会長に選出され、2000年から2003年まで会
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長を拝命させていただいた。    
当時はWFUMBを構成する6つの地域連合のうち、南米（FLAUS）と地中海・アフリカ（MASU）は設立さ

れたばかりで会長を争う力がなく、他の既設4連合の回り持ちで会長が決まっていたからあまり問題はな
かったのだが、その後南米が巨大な地域連合となったため、前期会長のGiovanni Cerriはブラジルから選ば
れたのは周知のとおりである。オーストラリアと地中海・アフリカの2地域連合は会員数が少ない（それ故投
票権も少ない）が、それでも何とか会長のローテーションに割り込みたいと必死である。さらにアジア地域
連合（AFSUMB）内部でも台湾・韓国などが力をつけてきて、これまでアジアからは日本だけが占めてきた
WFUMBの会長の椅子に強い意欲を見せており、現段階での会長の選定は様々な政治的要素が絡んで複雑な
様相を呈している。しかも国際学会での人選にあたっては、政治的要素よりも選ばれる個人のpersonalityの
方がずっと重要視される。 その意味で、今回の学術集会会長・工藤正俊教授が昨年のシドニー大会でWFUMB
の次期会長（2年後には自動的に会長に就任する）に就任されたのは、日本超音波医学会員にとって近来の慶
事といわねばならない。工藤教授のこれまでのご苦労が報いられたのだと思う。
私が会長を務めた3年間は、WFUMBを構成する6地域連合がそれぞれにしっかりと組織を固め、お互いに

協力しつつ切磋琢磨する、よい意味での競合関係が確立された時期であった。創立当初苦しかった財政状態
も改善され、Soren Hanckeという有能なSecretary（国際学会での“Secretary”は日本語の「秘書」とは違い、同
じく“Secretary”という名の国連の事務総長や米国の国務長官に相当する）に恵まれて、まずは無難に乗り切
れた。
会長になった時に、お世話になったWFUMBに何かひとつでも貢献をしたいと思い、いろいろ考えた末に

WFUMB Center of Excellence（COE）という新しい超音波教育組織の創設を立案した。これは開発途上国で
既に活動している超音波学会とWFUMBが各個に契約を結んで現地にCOEを設立し、それぞれの学会の責任
で超音波教育を実行してもらい、WFUMBは名前を貸すだけという虫のいい提案だったが、幸いにして地元
の学会側からもWFUMB内部からも大変な好評をいただき、たった2年間のうちに世界4カ国（Bangladesh, 
Uganda, Venezuela, Rumania）で活動が開始された。今ではWFUMBの諸事業の中でも将来が最も期待され
ているプロジェクトとされており、私も大いに面目を施すことができた。
WFUMBに関係した25年間は、私にとってほかの何ものにも替えられない得難い経験であった。そして

様々な国を訪れ、多様な利害関係を調整しつつ、世界とは何か、その中で日本はどうあるべきかという問題を
深く考え、かつ行動する機会に恵まれた。この知遇に感謝し、その間私を支えてくださった多くの方々に心か
ら御礼申しあげる次第である。
なお、WFUMB・AFSUMBの創設時代の諸事情については、和賀井先生の好著「超音波診断法事始」1）に詳し

い。またそれ以後の経過に関しては拙著2,3）を参照されたい。
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以下の2点の論文は、事務局にて参考のために添付しました。
なお、渡辺 泱先生及び超音波医学会の編集委員会、ならびに
J Med Ultrasoundには転載許可を頂いております。
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